
JP 2014-18444 A 2014.2.3

10

(57)【要約】
【課題】全身及び各身体部位の生体情報に基づいて、使
用者が直感的に把握できるように体画像を表示する。
【解決手段】使用者の生体情報を取得する生体情報取得
手段と、生体情報と身体部位サイズとの対応関係を格納
する記憶手段と、前記生体情報取得手段が取得した前記
生体情報と、前記記憶手段が格納する前記対応関係と、
に基づいて前記使用者の身体部位サイズを算出する演算
手段と、演算手段が算出した身体部位サイズに基づいて
、使用者の体画像を作成する画像作成手段と、画像作成
手段が作成した体画像を表示する表示手段と、を有する
。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者の生体情報を取得する生体情報取得手段と、
　前記生体情報と身体部位サイズとの対応関係を格納する記憶手段と、
　前記生体情報取得手段が取得した前記生体情報と、前記記憶手段が格納する前記対応関
係と、に基づいて前記使用者の身体部位サイズを算出する演算手段と、
　前記演算手段が算出した前記身体部位サイズに基づいて、前記使用者の体画像を作成す
る画像作成手段と、
　前記画像作成手段が作成した前記体画像を表示する表示手段と、を有すること
を特徴とする生体測定装置。
【請求項２】
　前記生体情報取得手段が取得する前記生体情報は、前記使用者の身長、性別及び年齢を
有し、
　前記記憶手段が格納する前記対応関係は、前記身長に対する身体部位サイズの比を有し
、前記性別及び年齢に応じて設定されていることを特徴とする請求項１に記載の生体測定
装置。
【請求項３】
　前記生体情報取得手段は、前記使用者を測定することにより、全身及び部位別の、前記
生体情報としての体組成情報を取得することを特徴とする請求項２に記載の生体測定装置
。
【請求項４】
　前記画像作成手段は、前記使用者の身体の一部又は全身の体形を示す体画像を作成する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項３のうち、いずれか１に記載の生体測定装置。
【請求項５】
　前記画像作成手段は、使用者の身体部位の脂肪と除脂肪とを区別した体画像を作成する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のうち、いずれか１に記載の生体測定装置。
【請求項６】
　前記演算手段は、前記身体部位サイズとして、腕及び／又は脚の直径と、腕及び／又は
脚の除脂肪の直径とを算出し、前記画像作成手段は、前記身体部位サイズに基づいて、腕
及び／又は脚の脂肪と除脂肪とを区別した体画像を作成することを特徴とする請求項１乃
至請求項５のうち、いずれか１に記載の生体測定装置。
【請求項７】
　前記画像作成手段は、前記演算手段が算出した身体部位サイズに基づいて、前記記憶手
段に記憶された体形に関するモデルデータを補正して、前記体画像を作成することを特徴
とする請求項１乃至請求項６のうち、いずれか１に記載の生体測定装置。
【請求項８】
　前記演算手段は、前記身体部位サイズとして、腹囲、体幹長さ、腕長さ、脚長さ、各身
体部位の脂肪の体積及び除脂肪の体積、各身体部位の脂肪の平均断面積及び除脂肪の平均
断面積、腕直径、脚直径、肩峰幅、腋下幅、臍高さ、ウエスト高さ、腹囲長軸を算出し、
前記画像作成手段は、これらの身体部位サイズに基づいて、前記使用者の正面の体画像を
作成することを特徴とする請求項１乃至請求項７のうち、いずれか１に記載の生体測定装
置。
【請求項９】
　前記演算手段は、前記身体部位サイズとして、腋下厚さ、腹囲短軸、背中から腕の中央
部までの長さ、を算出し、前記画像作成手段は、前記身体部位サイズに基づいて、前記使
用者の側面の体画像を作成することを特徴とする請求項８に記載の生体測定装置。
【請求項１０】
　前記画像作成手段は、前記使用者の身体部位の断面を模した体画像であって、脂肪と除
脂肪を区別した体画像を作成することを特徴とする請求項１乃至請求項９のうち、いずれ
か１に記載の生体測定装置。
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【請求項１１】
　前記画像作成手段は、前記使用者の腹囲断面の楕円モデル及び内臓脂肪面積の楕円モデ
ルを含む、使用者の腹部断面を模した体画像を作成することを特徴とする請求項１０に記
載の生体測定装置。
【請求項１２】
　使用者の生体情報を受け取り可能な情報処理装置が、前記生体情報に基づいて前記使用
者の体画像を作成するための体画像作成プログラムであって、
　前記情報処理装置に、
　前記生体情報と身体部位サイズとの対応関係とに基づいて、前記使用者の身体部位サイ
ズを算出するサイズ算出処理と、
　前記サイズ算出処理で算出された前記身体部位サイズに基づいて、前記使用者の体画像
を作成する画像作成処理と、を実行させること
を特徴とする体画像作成プログラム。
【請求項１３】
　前記情報処理装置はコンピュータ又は携帯端末機であって、
　前記体画像作成プログラムは、前記情報処理装置の表示手段に、前記画像作成処理によ
り作成した前記体画像を表示させる表示処理を実行させることを特徴とする請求項１２に
記載の体画像作成プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用者の体画像を作成可能な生体測定装置及び体画像作成プログラムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来の体組成計は、体重を測定する他に、全身の脂肪率、脂肪量、除脂肪量、筋肉量、
内臓脂肪量、内臓脂肪面積、皮下脂肪量なども算出でき、更には、身体の部位別に前記生
体情報を算出できるものもある。そのような体組成計として、例えば特許文献１に記載さ
れているような体組成計があり、使用者の身体の部位別の生体情報を算出後、人体アイコ
ン表示部において、各生体情報に対応する部位を色分け点灯しながら、順次、各部位の生
体情報が表示されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２６１４８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の体組成計は、各部位の測定結果がそれぞれ順次表示されるものに
過ぎない。そのため、各部位の測定結果を踏まえて全身の状態を総合的に判断するには、
使用者自らが、各部位の測定結果を組み合わせて判断をする必要があった。使用者は、こ
のような総合的な判断をするために必要な知識が必ずしも十分でない場合もあるため、判
断が難しく、又は、判断ができないこともあった。
【０００５】
　また、従来の体組成計は、測定結果を各部位ごとに数値で順次表示するものであり、特
許文献１に記載の体組成計では、数値表示されている測定結果がどの部位に関するもので
あるかを、人体アイコンで色分け点灯することが提案されている。しかしながら、このよ
うな数値として表示されていたり、又は、身体の対応部位が示されていたりしても、使用
者は、自分自身がいかなる体つきをしているのか、脂肪と除脂肪とがどのような比率であ
るのか、を直感的に想像することは困難であり、各部位の測定結果を踏まえて全身の状態
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を総合的に判断するのは困難であった。このため、体組成計を用いた体形管理が十分に行
えない使用者もいた。
【０００６】
　そこで、本発明は、全身及び各身体部位の生体情報に基づいて、使用者が直感的に把握
できる体画像を表示することが可能な生体測定装置及び体形画像作成プログラムを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の生体測定装置は、使用者の生体情報を取得する生
体情報取得手段と、前記生体情報と身体部位サイズとの対応関係を格納する記憶手段と、
前記生体情報取得手段が取得した前記生体情報と、前記記憶手段が格納する前記対応関係
と、に基づいて前記使用者の身体部位サイズを算出する演算手段と、前記演算手段が算出
した前記身体部位サイズに基づいて、前記使用者の体画像を作成する画像作成手段と、前
記画像作成手段が作成した前記体画像を表示する表示手段と、を有することを特徴とする
。
【０００８】
　本発明の生体測定装置において、前記生体情報取得手段が取得する前記生体情報は、前
記使用者の身長、性別及び年齢を有し、前記記憶手段が格納する前記対応関係は、前記身
長に対する身体部位サイズの比を有し、前記性別及び年齢に応じて設定されていることを
特徴とする。
【０００９】
　本発明の生体測定装置において、前記生体情報取得手段は、前記使用者を測定すること
により、全身及び部位別の、前記生体情報としての体組成情報を取得することを特徴とす
る。
【００１０】
　本発明の生体測定装置において、前記画像作成手段は、前記使用者の身体の一部又は全
身の体形を示す体画像を作成することを特徴とする。
【００１１】
　本発明の生体測定装置において、前記画像作成手段は、使用者の身体部位の脂肪と除脂
肪とを区別した体画像を作成することを特徴とする。
【００１２】
　本発明の生体測定装置において、前記演算手段は、前記身体部位サイズとして、腕及び
／又は脚の直径と、腕及び／又は脚の除脂肪の直径とを算出し、前記画像作成手段は、前
記身体部位サイズに基づいて、腕及び／又は脚の脂肪と除脂肪とを区別した体画像を作成
することを特徴とする。
【００１３】
　本発明の生体測定装置において、前記画像作成手段は、前記演算手段が算出した身体部
位サイズに基づいて、前記記憶手段に記憶された体形に関するモデルデータを補正して、
前記体画像を作成することを特徴とする。
【００１４】
　本発明の生体測定装置において、前記演算手段は、前記身体部位サイズとして、腹囲、
体幹長さ、腕長さ、脚長さ、各身体部位の脂肪の体積及び除脂肪の体積、各身体部位の脂
肪の平均断面積及び除脂肪の平均断面積、腕直径、脚直径、肩峰幅、腋下幅、臍高さ、ウ
エスト高さ、腹囲長軸を算出し、前記画像作成手段は、これらの身体部位サイズに基づい
て、前記使用者の正面の体画像を作成することを特徴とする。
【００１５】
　本発明の生体測定装置において、前記演算手段は、前記身体部位サイズとして、腋下厚
さ、腹囲短軸、背中から腕の中央部までの長さ、を算出し、前記画像作成手段は、前記身
体部位サイズに基づいて、前記使用者の側面の体画像を作成することを特徴とする。
【００１６】
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　本発明の生体測定装置において、前記画像作成手段は、前記使用者の身体部位の断面を
模した体画像であって、脂肪と除脂肪を区別した体画像を作成することを特徴とする。
【００１７】
　本発明の生体測定装置において、前記画像作成手段は、前記使用者の腹囲断面の楕円モ
デル及び内臓脂肪面積の楕円モデルを含む、使用者の腹部断面を模した体画像を作成する
ことを特徴とする。
【００１８】
　本発明の体画像作成プログラムは、使用者の生体情報を受け取り可能な情報処理装置が
、前記生体情報に基づいて前記使用者の体画像を作成するための体画像作成プログラムで
あって、前記情報処理装置に、前記生体情報と身体部位サイズとの対応関係とに基づいて
、前記使用者の身体部位サイズを算出するサイズ算出処理と、前記サイズ算出処理で算出
された前記身体部位サイズに基づいて、前記使用者の体画像を作成する画像作成処理と、
を実行させることを特徴とする。
【００１９】
　本発明の体形画像作成プログラムにおいて、前記情報処理装置はコンピュータ又は携帯
端末機であって、前記体画像作成プログラムは、前記情報処理装置の表示手段に、前記画
像作成処理により作成した前記体画像を表示させる表示処理を実行させることを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の生体測定装置及び体画像作成プログラムによると、使用者の体画像の作成・表
示によって、体の状態を使用者が直感的に把握でき、これによってダイエット等に関して
使用者の総合的な判断に資することができる。
　一般に、ダイエットを始めるきっかけの多くは、写真や鏡に映った自分の姿を見たとき
であると言える。本発明の生体測定装置及び体画像作成プログラムを日常的に用いて体画
像を確認することにより、迅速かつ簡単に自身の体形を客観的に捉えることができるため
、これにより、自己の体形に関する意識をより具体的にもつことができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施形態に係る生体測定装置の斜視図である。
【図２】図１の生体測定装置のブロック図である。
【図３】第１実施形態に係る生体測定装置を用いた生体情報の測定及び表示処理の流れを
示すフローチャートである。
【図４】生体測定装置におけるサイズ算出処理及び画像作成処理の流れを示すフローチャ
ートである。
【図５】性別及び年齢に応じて設定された、身長に対する身体部位サイズの比の一覧表で
ある。
【図６】図５に挙げた各身体部位を説明する図であって、（ａ）は前方斜視図、（ｂ）は
Ｘ方向から見た側面図である。
【図７】腹囲のサイズを説明する、Ｚ方向から見た断面図である。
【図８】腕及び脚の脂肪及び除脂肪を説明する断面図であって、（ａ）はＺ方向に沿った
図、（ｂ）はＺ方向に直交する図である。
【図９】算出された各身体部位サイズに基づいてドットマトリックス表示で体画像を作成
する例を説明する概略図であって、（ａ）はＹ方向から見た正面図、（ｂ）はＸ方向から
見た側面図である。
【図１０】体画像の表示例を示す図であって、（ａ）は標準的な体形の場合の体画像を示
す図、（ｂ）は（ａ）の場合よりも脂肪が多い体形の場合の体画像を示す図である。
【図１１】体幹、腕、脚の形状の決定に用いる基本モデル形状の例を示す図である。
【図１２】使用者の腹部断面を模した体画像の例であって、Ｚ方向に直交する図である。
【図１３】使用者の腹部断面を模した体画像の例であって、（ａ）は、皮下脂肪及び内臓
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脂肪が標準より少ない使用者の体画像を示す図、（ｂ）は、皮下脂肪及び内臓脂肪が標準
より多い使用者の体画像を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
＜第１実施形態＞
　以下、本発明の第１実施形態に係る生体測定装置について、図面を参照しつつ詳しく説
明する。第１実施形態は、本発明を体組成の測定が可能な体重計（体組成計付き体重計）
に適用した例を説明する。図１は、本発明の第１実施形態に係る生体測定装置の斜視図、
図２は、図１の生体測定装置のブロック図である。
【００２３】
　図１及び図２に示すように、生体測定装置としての体重計１０は、本体部２０と、該本
体部２０と接続コード１２７により電気的に接続されてその収納部１２８に対して着脱自
在に設けられるハンドルユニット１３０とを備え、更に、グリップ部１３０Ｌ、１３０Ｒ
と、表示部２１と、操作部２２と、フットスイッチ２３と、演算部２４と、記憶部２５と
、画像作成部２６と、重量測定部としてのロードセル２７と、生体インピーダンス測定部
２８と、使用者の足に接触可能な通電用電極３１ａ、３２ａ及び測定用電極３１ｂ、３２
ｂと、使用者の手に接触可能な通電用電極１３１ａ、１３２ａ及び測定用電極１３１ｂ、
１３２ｂと、制御部２９と、電力を供給する電源（図に示さず）と、を備える。図１に示
すように、本体部２０には、通電用電極３１ａ、３２ａ、及び、測定用電極３１ｂ、３２
ｂ、並びに、複数のスイッチからなるフットスイッチ２３が配置されている。また、ハン
ドルユニット１３０は、表示部２１、操作部２２、両側に配置された２つのグリップ部１
３１Ｌ、１３１Ｒ、通電用電極１３１ａ、１３２ａ及び測定用電極１３１ｂ、１３２ｂを
備える。図２では、体重計１０の内部に配置されている演算部２４、記憶部２５、画像作
成部２６、ロードセル２７、生体インピーダンス測定部２８、及び制御部２９を示したが
、これらは図１では内部機構となるため図示を割愛している。
　以下に、各部材の詳細な構成について説明する。
【００２４】
　なお、本発明において生体情報は、（１）生体測定装置によって使用者を直接測定して
取得される生体情報（主として体重及び生体インピーダンスなど）、（２）使用者が操作
部２２を操作して入力することにより取得される生体情報（主として年齢、性別及び身長
など）、（３）これらの生体情報を所定の回帰式に適用して演算して取得される生体情報
（主として、全身及び身体部位ごとの脂肪率、脂肪量、除脂肪量、筋肉量、内臓脂肪量、
内臓脂肪レベル、内臓脂肪面積、皮下脂肪量、基礎代謝量、骨量、体水分率、ＢＭＩ（Ｂ
ｏｄｙ　Ｍａｓｓ　Ｉｎｄｅｘ）、細胞内液量、細胞外液量など）が挙げられる。
【００２５】
　表示手段としての表示部２１は、画像作成部２６が作成した使用者の体画像、ロードセ
ル２７や生体インピーダンス測定部２８が測定した生体情報、使用者が操作部２２やフッ
トスイッチ２３を操作して入力した生体情報その他の情報を表示する。表示部２１は、例
えば、フルドットＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などの液晶
を用いたものを採用する。
【００２６】
　操作部２２は、身長、性別、年齢等の生体情報や、個人に合わせた設定事項を入力する
ための入力手段である。入力された個人の生体情報や設定事項は、記憶部２５に格納し、
表示部２１に表示される。操作部２２としては、例えば、ボタン式、タッチセンサ式、ダ
イヤル式などを用いることができる。本発明では、操作部２２は、生体情報取得手段とし
ても機能する。
【００２７】
　フットスイッチ２３は、制御部２９に接続され、制御部２９に信号を送ることにより体
重計１０をオン・オフしたり、個人の生体情報や設定事項を予め記憶部２５に格納してお
いた場合には、その個人の生体情報や設定事項を呼び出すことができたりするようになっ
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ている。例えば、体重計１０を複数の使用者が使用する場合には、複数のフットスイッチ
２３の各々を、各使用者に割り当て、使用者は、割り当てられたフットスイッチ２３を押
すことにより、自己の生体情報や設定事項を呼び出すことができる。ここで、設定事項と
は、使用者が体重計１０を使用する上での設定事項である。例えば、表示部２１に表示さ
れる生体情報の文字や記号の大きさ、生体情報の種類等である。
【００２８】
　演算手段としての演算部２４は、制御部２９による制御のもと、例えば、使用者が入力
した身長、年齢、性別や、測定された使用者の体重や生体インピーダンスなどの生体情報
を所定の回帰式に適用し、脂肪率等の生体情報を算出するなど、種々の演算処理を実行す
る。特に本発明では、演算部２４は、生体情報取得手段（操作部２２、ロードセル２７、
生体インピーダンス測定部２８等）が取得した生体情報と対応関係（後述）とに基づいて
、使用者の身体部位サイズを算出する。算出結果は、記憶部２５に格納される。本発明で
は、演算部２４は、生体情報取得手段としても機能する。
　なお、演算部２４の上述の機能を制御部２９にもたせてもよい。
【００２９】
　記憶手段としての記憶部２５は、ＲＯＭ（不揮発性メモリ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ））、ＲＡＭ（揮発性メモリ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ））
などによって構成される記憶手段であり、各種のデータ類を保存する。特に、本発明にお
いては、記憶部２５は、生体情報と身体部位サイズとの対応関係を格納されている。
【００３０】
　画像作成手段としての画像作成部２６は、演算部２４が算出した使用者の身体部位サイ
ズに基づいて、使用者の体画像を作成する。特に本実施形態では、画像作成部２６は、使
用者の各身体部位の体画像、及び、これらを結合した体画像を作成する。
　なお、画像作成部２６の上述の機能を演算部２４及び／又は制御部２９に持たせてもよ
い。
【００３１】
　生体情報取得手段としてのロードセル２７は、荷重に応じて変形する金属部材の起歪体
と、起歪体に貼られる歪みゲージと、によって構成されている。使用者が体重計１０上に
乗ると、使用者の荷重によってロードセル２７の起歪体が撓んで歪みゲージが伸縮し、歪
みゲージはその伸縮に応じて抵抗値（出力値）が変化する。制御部２９は、荷重が掛かっ
ていないときのロードセル２７の出力値（ゼロ点）と、荷重が掛かったときの出力値と、
の差から演算部２４に体重を演算させ、使用者の体重が測定されるようになっている。こ
のロードセル２７を用いた体重の測定に関する構成は、一般の体重計と同様の構成を用い
ればよい。
【００３２】
　生体情報取得手段としての生体インピーダンス測定部２８は、（１）使用者の足に接触
可能な通電用電極３１ａ、３２ａ及び測定用電極３１ｂ、３２ｂと、（２）使用者の手に
接触可能な通電用電極１３１ａ、１３２ａ、及び、測定用電極１３１ｂ、１３２ｂと、（
３）通電用電極３１ａ、３２ａ、及び、通電用電極１３１ａ、１３２ａに接続されて高周
波の微弱な定電流を供給する定電流供給部（図に示さず）と、（４）測定用電極３１ｂ、
３２ｂ、及び、測定用電極１３１ｂ、１３２ｂに接続されて生体の電位差を測定するため
の電圧測定部（図に示さず）と、を有する。
【００３３】
　図１に示すように、通電用電極３１ａ、３２ａ、及び、測定用電極３１ｂ、３２ｂは、
体重計１０の本体２０の上面において互いに離間して配置され、使用者が体重計１０に乗
ったときに、左右の足裏に対して接触可能な足用の電極として構成されている。また、通
電用電極１３１ａ、１３２ａ、及び、測定用電極１３１ｂ、１３２ｂは、体重計１０のハ
ンドルユニット１３０のグリップ部１３０Ｌ、１３０Ｒの周面において互いに離間して配
置され、使用者が、グリップ部１３０Ｌ、１３０Ｒを把持したときに、左右の手の平に対
して接触可能な手用の電極として構成されている。
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【００３４】
　使用者の全身及び各身体部位についての生体インピーダンスの測定は、例えば以下のよ
うに行う。
（１）全身の生体インピーダンスの測定は、通電用電極１３１ａ及び通電用電極３１ａを
用いて電流を供給し、左手、左腕、胸部、腹部、左脚部、左足を流れる電流経路において
、その左手に接触している測定用電極１３１ｂと左足に接触している測定用電極３１ｂと
の間で電位差を測定する。
（２）右脚の生体インピーダンスの測定は、通電用電極１３２ａ及び通電用電極３２ａを
用いて電流を供給し、右手、右腕、胸部、腹部、右脚部、右足を流れる電流経路において
、その左足に接触している測定用電極３１ｂと右足に接触している測定用電極３２ｂとの
間で電位差を測定する。
（３）左脚の生体インピーダンスの測定は、通電用電極１３１ａ及び通電用電極３１ａを
用いて電流を供給し、左手、左腕、胸部、腹部、左脚部、左足を流れる電流経路において
、その左足に接触している測定用電極３１ｂと右足に接触している測定用電極３２ｂとの
間で電位差を測定する。
（４）右腕の生体インピーダンスの測定は、通電用電極１３２ａ及び通電用電極３２ａを
用いて電流を供給し、右手、右腕、胸部、腹部、右脚部、右足を流れる電流経路において
、その左手に接触している測定用電極１３１ｂと右手に接触している測定用電極１３２ｂ
との間で電位差を測定する。
（５）左腕の生体インピーダンスの測定は、通電用電極１３１ａ及び通電用電極３１ａを
用いて電流を供給し、左手、左腕、胸部、腹部、左脚部、左足を流れる電流経路において
、その左手に接触している測定用電極１３１ｂと右手に接触している測定用電極１３２ｂ
との間で電位差を測定する。
　このようにして、体重計１０は、各通電用電極から、使用者の身体の所定部位に電流を
流し、この電流経路に発生する電位差を測定することができるようになっている。また、
制御部２９は、演算部２４に、このような電流及び電位差の各値に基づいて、使用者の生
体インピーダンスを算出させることができるようになっている。さらに、制御部２９は、
演算部２４に、このように算出・測定した生体インピーダンスや、体重、年齢、性別、身
長等の生体情報を、所定の回帰式に適用することにより、脂肪率、内臓脂肪レベル等を算
出させることができるようになっている。生体インピーダンスの測定に関する構成は、一
般の体脂肪計や体組成計と同様の構成を用いればよい。
【００３５】
　図２に示すように、表示部２１、操作部２２、フットスイッチ２３、演算部２４、記憶
部２５、画像作成部２６、ロードセル２７、及び生体インピーダンス測定部２８は、制御
部２９に電気的に接続されており、制御部２９は、これらの動作を制御している。さらに
、制御部２９には、電源（図に示さず）が接続されている。電源としては、体重計１０を
作動させる電力を供給する電池又は外部電源を利用できるようになっている。
【００３６】
　次に、図３～図１０を参照して、体重計１０における生体情報の測定から使用者の体画
像の作成及び表示までの処理について説明する。
　図３は、第１実施形態に係る生体測定装置を用いた生体情報の測定及び表示処理の流れ
を示すフローチャート、図４は、生体測定装置におけるサイズ算出処理及び画像作成処理
の流れを示すフローチャート、図５は、性別及び年齢に応じて設定された、身長に対する
身体部位サイズの比の一覧表、図６は、図５に挙げた各身体部位を説明する図であって、
（ａ）は前方斜視図、（ｂ）はＸ方向から見た側面図、図７は、腹囲のサイズを説明する
、Ｚ方向から見た断面図、図８は、腕及び脚の脂肪及び除脂肪を説明する断面図であって
、（ａ）はＺ方向に沿った図、（ｂ）はＺ方向に直交する図、図９は、算出された各身体
部位サイズに基づいてドットマトリックス表示で体画像を作成する例を説明する概略図で
あって、（ａ）はＹ方向から見た正面図、（ｂ）はＸ方向から見た側面図、図１０は、体
画像の表示例を示す図であって、（ａ）は標準的な体形の場合の体画像を示す図、（ｂ）
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は（ａ）の場合よりも脂肪が多い体形の場合の体画像を示す図である。
【００３７】
　非使用状態にあった体重計１０の動作が開始されると、制御部２９は、操作部２２又は
フットスイッチ２３うち、設定モードを起動させるための設定キーが操作されたことによ
って体重計１０が開始したのか否かを判断する（ステップＳ１０１）。
　設定キーの操作があった場合（ステップＳ１０１でＹｅｓ）、制御部２９は、表示部２
１に所定の設定画面を表示させて、初期設定処理（設定モード）を実行する（ステップＳ
１０２）。初期設定処理においては、制御部２９は、使用者が設定画面を見ながら操作部
２２又はフットスイッチ２３を操作して入力した身長、性別、年齢その他の項目を、記憶
部２５に記憶させて設定処理を実行した後、体重計１０を非使用状態に移行させて体重計
１０の動作を終了させる。
【００３８】
　一方、体重計１０の動作の開始が、設定キーが操作されたことによるものでない場合、
例えば、スタートキーが操作されたものであれば、制御部２９は、測定モードを実行する
（ステップＳ１０１でＮｏ）。制御部２９は、ロードセル２７を作動させて無負荷時にお
ける出力値を取得してゼロ点として設定する、ゼロ点更新処理を行う（ステップＳ１０３
）。
　その後、制御部２９は、体重測定処理を実行する（ステップＳ１０４）。より具体的に
は、制御部２９は、表示部２１に使用者への所定の案内事項を表示させて、使用者に対し
て体重計１０の本体２０上に乗るように指示し、使用者が本体２０に乗ったときのロード
セル２７の出力値を取得し、演算部２４に対して体重値の演算を実行させる。また、制御
部２９は、体重の測定の結果を記憶部２５に格納させる。
【００３９】
　次に、制御部２９は、生体インピーダンス測定処理を開始する（ステップＳ１０５）。
より具体的には、制御部２９は、表示部２１に、使用者への所定の案内事項を表示させた
り、生体インピーダンス測定部２８を作動させて、生体インピーダンス測定部２８の出力
値（使用者の体内を通る所定電流経路において測定される電位差）を取得したり、演算部
２４に対して生体インピーダンス値の演算を実行させる。また、制御部２９は、生体イン
ピーダンスの測定の結果を記憶部２５に格納させる。
【００４０】
　制御部２９は、上述の体重測定処理（ステップＳ１０４）及び生体インピーダンス測定
処理（ステップＳ１０５）の測定結果に基づいて、演算部２４に対して、他の生体情報（
体組成情報）を算出させる（ステップＳ１０６）。即ち、生体情報取得手段としての演算
部２４、ロードセル２７、生体インピーダンス測定部２８、制御部２９は、使用者を測定
することにより、全身及び部位別の、生体情報としての体組成情報を取得するものである
。本実施形態において、算出する生体情報としての体組成情報は、全身及び身体部位ごと
の脂肪率、脂肪量、除脂肪量、筋肉量、内臓脂肪量、内臓脂肪面積、皮下脂肪量が含まれ
る。これらの演算は、体重測定処理及び生体インピーダンス測定処理の測定結果を記憶部
２５から読み出し、予め記憶部２５に格納したプログラムに従って行われる。
【００４１】
　制御部２９は、詳しくは後述するサイズ算出処理及び画像作成処理（図４）を、演算部
２４又は画像作成部２６に実行させる（ステップＳ１０７）。
　制御部２９は、生体情報の測定結果や、作成された体画像（図１０参照）を表示部２１
に表示させた後（ステップＳ１０８）、制御部２９は、体重計１０を非使用状態へ移行さ
せて体重計１０の動作を終了させる。
【００４２】
　次に、サイズ算出処理及び画像作成処理（図４）について説明する。サイズ算出処理及
び画像作成処理は、使用者の現在の生体情報を反映した体画像を表示部２１において表示
するための処理である。特に、本実施形態では、表示部２１に体画像をドットマトリック
ス表示するため、換言すれば、ドットマトリックス表示される体画像の各身体部位のサイ
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ズを決定するために、第１に、使用者の現在の生体情報から使用者の現実の身体部位サイ
ズをそれぞれ推定値として算出（サイズ算出処理）し、第２に、その使用者の現実の身体
部位サイズと同じ比率で、各身体部位の体画像を作成し、それらを結合させて、ドットマ
トリックス表示が可能な全身の体画像を作成（画像作成処理）するものである。
【００４３】
　ここで、使用者の現在の生体情報から使用者の現実の身体部位サイズをそれぞれ推定値
として算出するためには、現在の生体情報の実測値から、身体部位サイズの推定値を求め
ることができるデータベースを、予め作成しておくようにすればよい。本実施形態では、
図５に示すような、生体情報（特に性別及び年齢）と身体部位サイズとの対応関係を、予
め記憶部２５に格納しておく。
　図５に示す一覧表（対応関係）では、各身体部位の長さは身長に比例するとの仮説に基
づいて、身長を１とした場合の、首下の長さＡ、脚の長さＢ、腕の長さＣ、頭の幅Ｄ、頭
の長さＥ、頭の前後長さＦ、肩峰幅Ｇ、腋下幅Ｈ、臍高さＩ、ウエスト高さＪ、背中から
腕中央部までの長さＬ、のそれぞれの比を、性別及び年代ごとにデータベース化したもの
、さらに、性別及び年代ごとに腹囲長軸短軸比Ｑについてもデータベース化したもの、を
含む例を示す。なお、各身体部位の長さについては、図６に模式的に示している。このよ
うな対応関係を作成しておけば、例えば、年齢：３０代、性別：男性、身長：１７０ｃｍ
、という使用者の脚の長さＢは、「１．７（ｍ）×Ｂｍ３」という式によって簡単に推定
値を求めることが可能となる。身長に対する各身体部位の長さの比は、人体寸法に関する
統計データに基づいて作成すればよい。
【００４４】
　以下、図４のフローチャートに沿って、サイズ算出処理及び画像作成処理を説明する。
　胴の臍周りの長さである腹囲（図７のＫ。腹部周囲径。）を算出する（ステップＳ２０
１）。
　腹囲の推定値は、次式（１）の回帰式に基づいて算出する。
　腹囲Ｋ＝ａ１×ＢＭＩ＋ａ２×ＶＦＭ＋ａ３×ＳＦＭ＋ａ４　　　（１）
　ここで、ａ１、ａ２、ａ３、ａ４は、係数であり、例えば、不特定多数の被験者を対象
とした統計を行い、ＢＭＩ、ＶＦＭ、ＳＦＭから適切な腹囲Ｋを算出可能な定数を、前記
統計結果に基づいて予め適宜設定する。ＢＭＩは「体重（ｋｇ）／身長（ｍ）／身長（ｍ
）」により求めることができる。なお、ＶＦＭは内臓脂肪量（Ｖｉｓｃｅｒａｌ　Ｆａｔ
　Ｍａｓｓ）、ＳＦＭは皮下脂肪量（Ｓｕｂｃｕｔａｎｅｏｕｓ　Ｆａｔ　Ｍａｓｓ）で
ある。
【００４５】
　体幹、脚、腕の長さをそれぞれ算出する（ステップＳ２０２）。
　体幹、脚、腕の各長さは、使用者の身長・性別・年齢に基づいて、図５に示すデータベ
ースを用いて推定値を算出すればよい。体幹の長さは、首下の長さＡから脚の長さＢを引
いた値である。
【００４６】
　各身体部位の体積・平均断面積を算出する（ステップＳ２０３）。
　各身体部位の体積・平均断面積は、ステップＳ１０６で算出した各身体部位の脂肪量や
除脂肪量から、各身体部位の脂肪の体積及び除脂肪の体積、各身体部位の脂肪の平均断面
積及び除脂肪の平均断面積、の推定値を算出する。脂肪、筋肉及び骨は、重量が同じであ
っても、密度が異なるためにその体積は異なる。そのため、このためシルエット（周囲径
、幅）を正確に体画像に反映するために、脂肪組織と除脂肪組織とのそれぞれについて体
積及び平均断面積を算出することが好適である。
【００４７】
　ステップＳ１０６で算出した各身体部位の脂肪量及び除脂肪量から、脂肪体積及び除脂
肪体積を算出するには、次式（２）、（３）を用いればよい。
　除脂肪体積Ｍ’（ｃｍ３）＝（Ｍ×１０３）／１．１　　　（２）
　脂肪体積Ｎ’　（ｃｍ３）＝（Ｎ×１０３）／０．９　　　（３）
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　ここで、Ｍは除脂肪量（ｋｇ）、Ｎは脂肪量（ｋｇ）である。また、除脂肪の密度は１
．１ｇ／ｃｍ３、脂肪の密度は０．９ｇ／ｃｍ３である。
　なお、各身体部位の脂肪の平均断面積は、上記のようにして算出した脂肪体積を、身体
部位の長さで除算することで算出可能である。同様に、各身体部位の除脂肪の平均断面積
も、上記のようにして算出した除脂肪体積を、身体部位の長さで除算することで算出可能
である。このように、脂肪組織と除脂肪組織とを別々に体積及び平均断面積を算出してか
ら、同一の身体部位の脂肪体積及び除脂肪体積を合算すればその身体部位の体積が算出さ
れ、同様に、同一の身体部位の脂肪平均断面積及び除脂肪平均断面積を合算すればその身
体部位の平均断面積が算出される。
【００４８】
　脚の直径及び腕の直径を算出する（ステップＳ２０４）。
　本実施形態では、脚及び腕を円柱形状と仮定して（図８参照）、脚の直径及び腕の直径
を、ステップＳ２０３で算出した脚の体積及び平均断面積並びに腕の体積及び平均断面積
から推定して算出する。
　ここで、腕の除脂肪面積については、次式（４）が成り立つ。
　腕の除脂肪面積＝腕の除脂肪体積Ｍ’／腕の長さＣ　　　（４）
　図８（ｂ）に示すように腕の除脂肪の半径Ｒ１を用いると、腕の除脂肪断面積は、π×
Ｒ１２に等しい。このため、式（４）より、腕の除脂肪の半径Ｒ１は、次式（５）で算出
できる。
　Ｒ１＝√（（腕の除脂肪体積Ｍ’／腕の長さＣ）／π）　　　（５）
　これにより、腕の除脂肪の直径は「Ｒ１×２」で算出することができる。さらに、図８
（ｂ）に示す腕の半径Ｒ２は、上式（３）から、次式（６）の関係を満たす。
　Ｒ２＝√（（腕の脂肪体積Ｎ’／π）＋Ｒ１２）
　これにより、脂肪及び除脂肪を含む腕の直径（太さ）は「Ｒ２×２」で算出することが
できる。
　同様にして、脚の除脂肪の直径（Ｒ１×２）、及び、脂肪及び除脂肪を含む脚の直径（
（Ｒ２×２）を算出する。
【００４９】
　頭の幅Ｄ、頭の長さＥ、頭の前後長さＦ、首の長さ、肩峰幅Ｇ、腋下幅Ｈ、臍高さＩ、
ウエスト高さＪを算出する（ステップＳ２０５）。これらは、使用者の身長・性別・年齢
に基づいて、図５に示すデータベースを用いて推定値を算出すればよい。なお、首の長さ
は、「身長－首下の長さＡ－頭の長さＥ」として算出する。
【００５０】
　腹囲の長軸（図７の２ｘ）と短軸（図７の２ｙ）を算出する（ステップＳ２０６）。
　腹囲の長軸と短軸は、ステップＳ２０１で算出した腹囲Ｋと、使用者の年齢・性別及び
腹囲長軸短軸比Ｑのデータベースと、に基づいて、推定値を算出する。腹囲長軸短軸比Ｑ
とは、腹囲の断面を楕円形状と仮定した場合の長軸の長さ（図７の２ｘ）と短軸の長さ（
図７の２ｙ）の比である。
　腹囲長軸（２ｘ）と短軸（２ｙ）は、腹囲の半長軸ｘ及び半短軸ｙから求めればよく、
半長軸ｘ及び半短軸ｙの推定式は、次式（６）、（７）である。
　ｘ＝（β－√（β２－４α・Ｋ））／２α　　　（６）
　ｙ＝Ｑ・ｘ　　　（７）
　ここで、
　α＝（１－Ｑ）２／２．２
　β＝π√（２（１＋Ｑ２））
　Ｑは腹囲長軸短軸比、Ｋは腹囲である。
　なお、腹囲の楕円形状は、内臓脂肪肥満型と皮下脂肪肥満型とで楕円比率を変更しても
よい。例えば、皮下脂肪肥満型と比較して、内臓脂肪肥満型では真円に近づくようにし、
その結果、後述の体幹の体画像においては、腹部が前にせり出すような形状となる。
【００５１】
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　なお、腹囲長軸短軸比Ｑは、内臓脂肪面積と皮下脂肪面積との比を用いて、年齢要因を
考慮して決定（補正）してもよい。
【００５２】
　腋下厚さ（図６（ａ）参照）を算出する（ステップＳ２０７）。
　腋下厚さは、ステップＳ２０５で算出した腋下幅Ｈと、前記腹囲長軸短軸比Ｑとから、
推定して算出する。
　腋下厚さの推定式は、次式（８）である。
　腋下厚さ＝腋下幅Ｈ×腹囲長軸短軸比Ｑ　　　（８）
【００５３】
　背中から腕中央部までの間の長さＬを算出する（ステップＳ２０８）。
　背中から腕中央部までの間の長さＬは、使用者の身長・性別・年齢に基づいて、図５に
示すデータベースを用いて推定値を算出すればよい。
【００５４】
　以上のステップＳ２０１～ステップＳ２０８で、使用者の現在の生体情報から使用者の
現実の身体部位サイズをそれぞれ推定値として算出するサイズ算出処理が終了する。次に
、上記のように算出した使用者の現実の各身体部位サイズを、表示部２１においてドット
マトリックス表示が可能なサイズにまで縮尺して各身体部位の体画像を作成し、それらを
結合させて全体の体画像を作成する画像作成処理（ステップＳ２０９及びステップＳ２１
０）を説明する。
【００５５】
　画像作成部２６は、各身体部位の形状を決定し、平滑化処理を行う（ステップＳ２０９
）。
　本実施形態では、身体部位のうち、脚及び腕の形状は円柱、体幹の形状は楕円錐（又は
楕円錐台）、とする単純モデルを仮定するが、これらに限らず、任意の形状を仮定しても
よい。
　画像作成部２６は、上記のように算出した各身体部位サイズを、それぞれ表示部２１に
おいてドットマトリックス表示が可能なサイズにまで縮尺し、人型の体画像を作成する。
　まず、図９に模式的に示すように、画像作成部２６は、上記の通り算出した体幹長さ（
ステップＳ２０２参照）、肩峰幅Ｇ、腋下幅Ｈ、ウエスト高さＪ、臍高さＩ、腹囲長軸２
ｘ、腹部短軸２ｙ、腋下厚さ（ステップＳ２０７参照）、に基づいて、Ｙ方向からみた正
面（図９（ａ））、及び、Ｘ方向からみた側面（図９（ｂ））のそれぞれについて、体幹
形状を決定する。また、平滑化処理は、一例として、腹囲長軸２ｘの両端と腋下幅Ｈの両
端とをそれぞれ結ぶライン（図９（ａ）の一点鎖線）、肩峰幅Ｇの両端と腋下幅Ｈの両端
とをそれぞれ結ぶライン（図９（ａ）の二点鎖線）、腹囲短軸２ｙの両端と腋下厚さの両
端とをそれぞれ結ぶライン（図９（ｂ）の一点鎖線）など、所定のポイント間を結ぶライ
ンを設定し、そのラインに沿うように体幹形状の体画像の外形ラインを修正して、体幹形
状を平滑にする。
【００５６】
　また、画像作成部２６は、脚長さＢ及び脚の直径（ステップＳ２０４参照。Ｒ２×２）
に基づいて脚の形状を決定し、腕長さＣ及び腕の直径（ステップＳ２０４参照。Ｒ２×２
）に基づいて腕の形状を決定する。脚長さＢ及び脚の除脂肪の直径（Ｒ１×２）に基づい
て脚の除脂肪の形状を決定し、この脚の除脂肪の形状を、中心を一致させて前記決定した
脚の形状と重ね合わせ、重ならない部位を脂肪として表示（図９では斜線表示）する体画
像を作成する。同様に、腕長さＣ及び腕の除脂肪の直径（Ｒ１×２）に基づいて腕の除脂
肪の形状を決定し、この腕の除脂肪の形状を、中心を一致させて前記決定した腕の形状と
重ね合わせ、重ならない部位を脂肪として表示（図９では斜線表示）する体画像を作成す
る。このように、使用者の身体部位の脂肪と除脂肪とを区別した体画像は、使用者がその
割合を直感的に確認しやすくなるため好ましい。また、ダイエットをする者にとっては、
腕や脚を細くしたいという点に関心をもっていることも多いため、腕や脚における脂肪と
除脂肪との割合を視覚的に確認できることは、そのような者にとっては特に有益なものと
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なる。なお、本実施形態では、脚及び腕について、脂肪と除脂肪とを区別した体画像を作
成する例を説明したが、脚又は腕のいずれかのみについて脂肪と除脂肪とを区別した体画
像を作成するようにしてもよいし、その他の身体部位の脂肪と除脂肪とを区別した体画像
を作成するようにしてもよく、特に限定されない。
　さらに、画像作成部２６は、頭の幅Ｄ、頭の長さＥ、頭の前後長さＦに基づいて、頭部
の形状を決定する。
【００５７】
　画像作成部２６は、ステップＳ２０９で作成した脚の体画像、腕の体画像、頭部の体画
像、体幹の体画像を結合して、使用者の全身の体形を示す体画像を作成する（ステップＳ
２１０）。より具体的には、画像作成部２６は、図９（ａ）のような使用者の正面の体画
像、及び／又は、図９（ｂ）のような使用者の側面の体画像を作成する。
　なお、図９（ｂ）に示すように、側面の体画像の作成においては、画像作成部２６は、
ステップＳ２０８で算出した背中から腕中央部までの間の長さＬに基づいて、体幹の体画
像と腕の体画像とを結合させる。また、体幹の体画像と頭部の体画像との結合に際しては
、画像作成部２６は、ステップＳ２０５で算出した首の長さに応じて間隙を設けたり、首
を表す体画像を介在させたりする。
　図９は、画像作成部２６による体画像の作成手法を説明するための模式図であったが、
図１０に示すように、より解像度の高い体画像を作成するのが好適である。図１０におい
て、「ＦＶ」は正面から見た体画像であり、「ＳＶ」は側面から見た体画像である。図１
０（ａ）は、標準的な体形の使用者の体画像の例であり、脚及び腕の脂肪が比較的少なく
、そのため脂肪表示（斜線表示）は薄い。一方、図１０（ｂ）は、肥満気味の使用者の体
画像の例であり、脚及び脚の脂肪が多く、そのため脂肪表示（斜線表示）は厚い。なお、
図１０に示す体画像の例よりも更に解像度を高くしたり、更なる平滑化処理を施したりし
て、見栄えのよい体画像を作成するようにしてもよいことは言うまでもない。
【００５８】
　以上のように構成されたことから、上記実施形態によれば、次の効果を奏する。
（１）体画像の表示によって、全身又は各身体部位の状態を使用者が直感的に把握でき、
これによってダイエット等に関して使用者は総合的な判断を行うことができるため、今後
のダイエットの意欲を高めることができる。
（２）本発明の生体測定装置を日常的に用いて体画像を確認することによって、迅速かつ
簡単に自身の体形を客観的に捉えることができる。これにより、自己の体形意識がより具
体的に得られる。
（３）特に、使用者の身体部位の脂肪と除脂肪とを区別した体画像を表示できるので、従
来の装置における数値のみによる測定結果表示よりも、使用者がその割合を直感的に容易
に確認しやすくなる。
（４）使用者は、従来の体組成計付き体重計と同様に、初期設定において身長、性別及び
年齢等の、慣用される個人の特徴情報を入力しておけばよく、また、測定操作も従来の装
置同様に行うだけでよいので、使用者に対して従来の装置の操作以上の特別の操作を強い
ることがない。
【００５９】
　以下に、第１実施形態の変形例について説明する。
＜変形例１＞
　図４のステップＳ２０１乃至ステップＳ２０８におけるサイズ算出処理においては、入
力された生体情報や測定した生体情報（体組成情報）を用いて、演算部２４が身体部位サ
イズを算出する例を説明したが、身体部位サイズは、必ずしも演算部２４が算出すること
に限定されるものではない。例えば、メジャー、ＣＴ（コンピュータ断層撮影）、腹部脂
肪計、皮下脂肪厚計その他の手段による実測値を、使用者が操作部２２により入力し、画
像作成部２６は、その入力された実測値を用いて、画像作成処理（ステップＳ２０９及び
ステップＳ２１０）を実行するようにしてもよい。
【００６０】
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＜変形例２＞
　画像作成部２６は、演算部２４が算出した身体部位サイズに基づいて、記憶部２５に記
憶された体形に関するモデルデータを補正し、体画像を作成するようにしてもよい。
　上述した図４のステップＳ２０９では、単純モデルを仮定した画像作成処理を説明した
が、これに代えて、以下のような画像作成処理を行っても良い。
　図１１は、体幹、腕、脚の形状の決定に用いる基本モデルの例を示す図である。図１１
に示す基本モデルＭは、標準的な体形を模したモデルデータであり、体幹のモデルＭ１、
腕のモデルＭ２、脚のモデルＭ３を含んでいる。画像作成部２６は、上記のように算出し
た身体部位サイズに応じて、体幹のモデルＭ１、腕のモデルＭ２、脚のモデルＭ３の形状
を補正し、使用者の体画像を作成するようにする。図１１に示すように、基本モデルＭは
、初期状態において、人間の身体の自然な凹凸形状を有しており、このようなモデルデー
タをベースにしつつ、演算部２４が算出した身体部位サイズに基づいて形状（特に縦横の
比率）を補正するので、より人間の身体に近い凹凸形状を有する体画像を簡単に作成する
ことが可能となる。
【００６１】
　より具体的には、図１１の基本モデルＭを用いた体幹形状の決定処理は、一例として、
以下の（ａ）～（ｇ）の処理を実行する。
（ａ）首下長さＡに対する体幹長さの比に基づいて、モデルＭ１のポイントＰ４１とＰ４
４との間の間隔・位置を定める。
（ｂ）ウエスト高さＪに基づいて、モデルＭ１のポイントＰ４２の位置（高さ）を定める
。
（ｃ）臍高さＩに基づいて、モデルＭ１のポイントＰ４３、Ｐ３１、Ｐ３２の位置（高さ
）を定める。
（ｄ）体幹長さに対する肩峰幅Ｇの比、体幹長さに対する腋下幅Ｈの比、体幹長さに対す
る腹囲長軸２ｘの比、に基づいて、モデルＭ１の、ポイントＰ１１とＰ１２との間、ポイ
ントＰ２１とＰ２２との間、ポイントＰ３１とＰ３２との間、のそれぞれの間隔を定める
。
（ｅ）首下長さＡに対する脚長さＢの比に基づいて、モデルＭ３の長さを定める。また、
脚長さＢに対する脚の直径（ステップＳ２０４参照。Ｒ２×２）に基づいて、モデルＭ３
の太さを定める。
（ｆ）首下長さＡ又は伸長に対する腕長さＣの比に基づいて、モデルＭ２の長さを定める
。また、腕長さＣに対する腕の直径（ステップＳ２０４参照。Ｒ２×２）に基づいて、モ
デルＭ３の太さを定める。
（ｇ）体幹のモデルＭ１（１つ）と、腕のモデルＭ２（左右対称に２つ）と、脚のモデル
Ｍ３（左右対称に２つ）と、を結合させて、体画像を作成する。
　上記の（ａ）～（ｇ）の処理は、制御部２９からの指示に従って、演算部２４及び画像
作成部２６が実行する。なお、（ａ）～（ｆ）は上記以外の順序で実行してもよい。また
、頭部についても、上述の体幹、腕、脚と同様に処理することができる。更に、図１１で
は正面の体画像を例示しているが、上記と同様にして、側面の体画像を作成することもで
きる。
【００６２】
　ここで、脂肪率によって、上記モデルに偏りをつける手順を採用してもよい。例えば、
重心を下げる手順として、脚のモデルＭ３において下腿の最大径の位置を下げる等の処理
を追加する。
　また、内臓脂肪肥満型であるか皮下脂肪肥満型であるか、に応じて、体幹のモデルＭ１
。例えば、皮下脂肪肥満型と比較して、内臓脂肪肥満型では腹囲の楕円形状が真円に近づ
くように補正し、それにより、体幹の体画像においては、腹部が前方にせり出すような形
状とする。
【００６３】
＜変形例３＞
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　図４のステップＳ２０９、Ｓ２１０において作成する体画像は、図９、図１０に示すよ
うな２次元画像に限定されず、ロードセル２７、生体インピーダンス測定部２８によって
測定した生体情報、使用者が入力した生体情報、及び、これらの生体情報から算出したデ
ータに基づいて、脂肪量、筋肉量、質感等を反映した３次元画像による体画像を作成して
もよい。例えば、（１）皮下脂肪が少なく、内臓脂肪が多い体幹である場合は、腹部をよ
り前方に張り出す、（２）皮下脂肪が多い場合は、左右に張り出した体形にする、（３）
年齢が高いほど脂肪がたれる、（４）筋肉量が多い場合は、筋の割れなどを示す、といっ
た質感を加味した画像とする。また、３次元画像は、使用者の操作に応じて回転させて任
意の方向からの体画像を表示可能に構成することが好ましい。
【００６４】
＜変形例４＞
　上記実施形態では、脚、腕、頭部、及び体幹を含む全身の体形を示す体画像を表示する
例を説明したが、身体の一部の体形を示す体画像（例えば、体幹の形状を示す体画像）の
みを作成・表示するようにしてもよい。
【００６５】
＜変形例５＞
　上記実施形態では、脂肪と除脂肪を区別した体画像を作成・表示する例を説明したが、
そのような区別のない体画像としてもよいことは言うまでもない。また、脂肪と除脂肪を
区別した体画像を表示するか、脂肪と除脂肪を区別しない体画像を表示するか、を使用者
が選択できるように構成してもよい。
【００６６】
　＜第２実施形態＞
　本発明の第２実施形態について説明する。
　第２実施形態は、情報処理装置に、図４に示すサイズ算出処理（ステップＳ２０１～Ｓ
２０８）及び画像作成処理（ステップＳ２０９～Ｓ２１０）を実行させる体画像作成プロ
グラムとして構成するものである。これにより、この体画像作成プログラムをインストー
ルした情報処理装置と、情報処理装置に入力する生体情報を測定するための体組成計と、
によって生体測定システムが構成される。ここで、サイズ算出処理は、情報処理装置に入
力された生体情報に基づいて、情報処理装置が備える演算部が、使用者の身体部位サイズ
を算出する処理であり、画像作成処理は、情報処理装置が備える制御部が、サイズ算出処
理で算出された身体部位サイズに基づいて、使用者の体画像を作成する処理である。
また、体画像作成プログラムは、情報処理装置の表示手段に、画像作成処理により作成し
た体画像を表示させる表示処理を実行させるものである。
　情報処理装置は、パーソナルコンピュータの他、携帯電話機やスマートフォン等の携帯
端末器を含み、携帯電話機やスマートフォン等の場合は、本実施形態による体形画像作成
プログラムが、ウェブサイトを通じてダウンロード可能なアプリケーションとして提供さ
れるのが好適である。
【００６７】
　本実施形態によれば、使用者は、自己の情報処理装置に、本実施形態にかかる体画像作
成プログラムをインストールすれば、第１実施形態のような生体測定装置を新規に購入す
る必要がなく、一般的な既存の体組成計を用いて自己の生体情報を測定し、その測定結果
その他必要な生体情報を情報処理装置へ入力することにより、情報処理装置で体画像を作
成・表示可能となる。
　ここで、体組成計で測定した生体情報は、情報処理装置に対して手入力してもよいが、
既存の通信手段や記憶媒体を介して情報処理装置に入力するようにしてもよい。
【００６８】
　第２実施形態の変形例について説明する。
＜変形例１＞
　表示される体画像は３次元画像であることが好ましく、使用者による情報処理装置の操
作に応じて回転させて任意の方向からの体画像を表示する表示処理を実行させるのが好適
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である。
　体画像の回転表示については、マルチタッチインターフェイスを備えた情報処理装置（
特にスマートフォンなどの携帯端末器）の場合には、そのピンチ操作やフリック操作によ
り行える表示処理とするのがよい。ピンチ操作とは、タッチパネル付きのディスプレイ面
を、２本の指で押さえ、摘むように指を近づける（ピンチイン）、又は、指を遠ざけてい
く（ピンチアウト）操作であり、また、フリック操作とは、指先で画面を払う操作である
。
【００６９】
＜変形例２＞
　体画像作成プログラムは、前記のようなピンチ操作により、体画像の全体又は一部を広
げたり狭めたりして体画像を変形させることによって、使用者の目標体形の体画像を設定
できる目標設定処理を、情報処理装置に実行させるようにしてもよい。また、体画像作成
プログラムは、使用者の目標体形の体画像の質感（例えば、どの程度の筋肉質の体形にす
るか、換言すれば、目標とする脂肪量）を設定する目標設定処理を、情報処理装置に実行
させるようにしてもよい。体画像作成プログラムは、上記のように体画像を変形させるこ
とによって目標体形の体画像を設定した場合に、その目標体形を達成するために必要な体
組成の変化量、例えば内臓脂肪・皮下脂肪・筋肉の増・減量の数値を算出して提示する目
標設定処理を、情報処理装置に実行させるようにするとよい。
　また、体画像作成プログラムは、使用者が体組成等の目標値（数値）を入力した場合に
、その目標値に対応した体画像を表示可能な目標設定処理を、情報処理装置に実行させる
ようにするとよい。これにより、使用者は、その目標達成時にどのような体形になるかの
イメージを直感的に把握できるようになる。視覚的に目標達成度を確認しやすくするため
に、体画像作成プログラムは、過去に設定した目標体形の体画像と、現在の体画像とを比
較表示する表示処理を、情報処理装置に実行させるようにしてもよい。
【００７０】
　＜第３実施形態＞
　本発明の第３実施形態について説明する。
　第３実施形態の生体測定装置においては、使用者の腹部断面の体画像を作成することが
できる。図１２は、使用者の腹部断面を模した体画像の例であって、Ｚ方向に直交する図
である。図１２（及び後述の図１３）においては、皮下脂肪ＳＦ、筋膜ＦＡ、内臓ＶＩ、
及び、内臓脂肪ＩＦを示している。図１３は、使用者の腹部断面を模した体画像の例であ
って、（ａ）は、皮下脂肪及び内臓脂肪が標準より少ない使用者の体画像を示す図、（ｂ
）は、皮下脂肪及び内臓脂肪が標準より多い使用者の体画像を示す図である。
【００７１】
　腹部などの身体部位の断面についても、本発明に係る体画像の１態様として作成・表示
することができる。腹囲断面の形状及び内蔵脂肪面積の形状をともに楕円形とする単純モ
デルを仮定する。
【００７２】
　まず、腹囲断面のモデルとしての楕円の形状を決定する。腹囲の半長軸ｘと半短軸ｙは
、次式（６）、（９）を用いて算出する。
　ｘ＝（β－√（β２－４α・Ｋ））／２α　　　（６）
　ｙ＝Ｑ・Ｑ’ＶＦＡ・ｘ　　　（９）
　ここで、
　α＝（１－Ｑ）２／２．２
　β＝π√（２（１＋Ｑ２））
　Ｋは腹囲であり、ステップＳ２０１と同様にして算出することができる。Ｑは腹囲縦横
比であり、データベース化されている対応関係を用いる（図５参照）。Ｑ’ＶＦＡは、内
臓脂肪面積（ＶＦＡ）に応じた係数で、内臓脂肪面積が多いほど腹囲の断面形状の扁平率
が低下するように設定されている。
【００７３】
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　次に、内臓脂肪面積のモデルとしての楕円の形状を決定する。内臓脂肪面積は、既にス
テップＳ１０６において算出されている。楕円の面積は、π×半長軸×半短軸で求まるた
め、内臓脂肪面積の半長軸をｘ’、内臓脂肪面積の半短軸をｙ’＝Ｑ・Ｑ’ＶＦＡ・ｘ’
とすると、内臓脂肪面積ＶＦＡは、推定式（１０）により求められる。
　ＶＦＡ＝π・ｙ’・ｘ’＝π・Ｑ・Ｑ’ＶＦＡ・ｘ’２　　　（１０）
式（１０）より、半長軸ｘ’は次式（１１）で算出できる。
　ｘ’＝√（ＶＦＡ／π・Ｑ・Ｑ’ＶＦＡ）　　　（１１）
【００７４】
　筋膜ＦＡの厚さ及び内臓ＶＩの大きさは、体幹筋肉量に基づいて規定する。体幹筋肉量
は、ステップＳ１０６において、例えば９段階でスコア化して算出しておけばよく、その
スコアに応じて、筋膜ＦＡの厚さ及び内臓ＶＩの大きさを決定する。
【００７５】
　画像作成部２６は、図１２及び図１３に示すように、上記のように形状を決定した、腹
囲断面のモデルとしての楕円（腹囲断面の楕円モデル）、内臓脂肪面積のモデルとしての
楕円（内臓脂肪面積の楕円モデル）、筋膜ＦＡ、及び、内臓ＶＩを配置し、中央下部に背
骨の形状を付加するなどして、使用者の腹部断面を模した体画像を作成する。使用者が、
標準的な体形の場合には、その生体情報に基づいて図１２に示すような体画像が作成され
、皮下脂肪及び内臓脂肪が標準より少ない場合には、図１３（ａ）に示すような体画像、
皮下脂肪及び内臓脂肪が標準より多い場合には、図１３（ｂ）に示すような体画像が作成
される。
　第３実施形態による生体測定装置では、上記のように使用者の腹部断面の体画像を作成
可能である他は、第１実施形態による生体測定装置１０と同様である。また、第３実施形
態による生体測定装置では、第１実施形態による生体測定装置１０が作成する使用者の身
体の一部又は全身の体形を示す体画像に代えて又は加えて、上記のように身体部位の断面
を模した体画像を作成・表示する。
【００７６】
　第３実施形態による生体測定装置によれば、医療機関で使われているＣＴのような装置
によらなくても、使用者の現在の生体情報に基づいて、模式的な腹部断面の体画像を簡便
に表示させることができるので、自己の体形に関する意識をより具体的にもつことができ
るようになる。
【００７７】
　本発明について上記実施形態を参照しつつ説明したが、本発明は上記実施形態に限定さ
れるものではなく、改良の目的または本発明の思想の範囲内において改良または変更が可
能である。
【産業上の利用可能性】
【００７８】
　以上のように、本発明に係る生体測定装置は、自己の体形意識を具体的かつ客観的に得
ることに有用である。
【符号の説明】
【００７９】
　１０　　体重計（生体測定装置）
　２０　　本体部
　２１　　表示部（表示手段）
　２２　　操作部（生体情報取得手段）
　２３　　フットスイッチ
　２４　　演算部（生体情報取得手段、演算手段）
　２５　　記憶部（記憶手段）
　２６　　画像作成部（画像作成手段）
　２７　　ロードセル（生体情報取得手段）
　２８　　生体インピーダンス測定部（生体情報取得手段）
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　２９　　制御部（生体情報取得手段）
　３１ａ　通電用電極
　３１ｂ　測定電極
　３２ａ　通電用電極
　３２ｂ　測定電極
　１３０　ハンドルユニット
　１３０Ｌ、１３０Ｒ　グリップ部
　１３１ａ　通電用電極
　１３１ｂ　測定用電極
　１３２ａ　通電用電極
　１３２ｂ　測定用電極
　ｘ　　　腹囲の半長軸
　ｙ　　　腹囲の半短軸

【図１】 【図２】

【図３】
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